
河内長野市立加賀田小学校 
第６回 学校運営協議会（コミュニティ・スクール） 会議録 

 

令和６年２月１６日 

１９:３０～  会議室 

 

１．開会のあいさつ（会長） 

 ・１月の教育講演会に参加して、ヤングケアラーや不登校問題が重要視されていると聞いた。 

 ・当面の課題はたくさんあるが、本来あるべき姿に向けて、取組みを進めていく。 

 ・子どもたちが学校へ行くのが楽しい、おもしろいと感じることができる活動に取り組んでいく。 

 

２．活動報告 

○栽培実習「しいたけ栽培」  ・2/23（金） 原木の切り出し  南青葉台第４公園 9:00集合 

                          ・3/１１（月）5・6校時  ４年生 講義と実習 

 

○ガーデニングボランティア「フィオーレ加賀田」   ・３月末 除草作業予定 

 

○稲作実習（５年生の稲作学習活動のサポート）  ・3/5（火） ４校時  感謝祭    

・CS委員を通して、招待状配付  

                                             ※招待状はもれのないように配慮すること 

 

○放課後学習室「かがたっ子広場」（学習支援）  ・１、２名のサポートで実施  ・3/5今年度最終 

 

○校外学習ボランティア（引率、保健室等の支援） 

１月２６日（金） ３年 社会見学（消防署）  → 今回はなし 

   

○コミュニティ・スクール通信   ・別紙参照    

                            

                                 

○その他 

 

３．今年度の総括と来年度に向けて（各委員より） 

●活動に関して 

・地域の方々が来てくださることは、子どもたちの力になっているので、地域のボランティアをもう少し広く募

っていければと思う。 送りの見守りの方との連携も進めていきたい。（放課後学習室に関して） 

・ガーデニングの活動も参加者が増えればと思う。 

・なかなか活動にできなかったが、今後も可能な限り参加していきたい。 

・今年できなかったみそ作りやあかねこもちもできるように計画していきたい。 

・活動日が平日だと参加は難しいが、事前準備等、休日だと協力してもらえる地域の方がいるので、声か

けをしていきたい。人員の調整が必要なら、申込を取るなどの工夫も必要。 

 



●委員に関して 

・委員としての役割は、自分たちがボランティアとして出るだけでなく、コーディネートしていくことであると認

識している。運営協議会で協議した活動を地域の方々に広げていく広報活動が必要。 

・委員の定数は１０名。今年欠員のままだったので、新しい発想を取り入れるという意味でも、定数１０名を

確保して活動できるようにしたい。 

 

●その他 

・子どもたちのために地域の方々の力のありがたさを感じている。PTA の会議でも広報してきたが、もっと

保護者へも CSの活動を広めていきたい。 

・公民館との複合化に伴い、地域の方々との交流も増えていくことも踏まえ、コミュニティ・スクール通信な

ど、可能な限り広く配付したい。 

・学校運営協議会について、地域の方からも反響があり、協力したいという声も聴いている。CS委員として、

地域とつなぐ役割を果たしていきたい。 

・学校での受け入れ体制や教職員との意思疎通も大切にしていきたい。 

４．学校より    

 

（１）学校教育アンケートについて 

・回答集計グラフの結果に沿って課題について説明 

・新年度に考察を加えたものを再度共有し、運営協議会の取組みにいかしていくようにする。 

・項目を保護者が回答しやすいものに改良していくことも検討していくとよい。 

・回答率を向上させることも必要。 

 

（２）避難訓練   ・３月１日（金） 長休みから 3時間目（10:30～11:00頃）    

・休み時間に震度５弱の地震が発生。自身で身の安全を確保し、放送の指示に従って、そ

れぞれの場所から安全に避難する。 

                ・CS会長に講評いただく。 

                ・参加できる委員は参加してほしい。 

                ・公民館との連携をしていく。 

 

（３）令和５年度卒業式   ３月１８日（月） 開式９：３０      

令和６年度入学式   ４月 ５日（金） 開式 9:３０    

 

５.校長より 
  ・1年間のお礼 

  ・来年度児童数 200名の予定、これからも年々減少傾向。 

  ・公民館の複合化も進んでいく。 

  ・地域あっての学校なので、これからも地域と共に取組みを進めていきたい。 

 

６．閉  会 


